多文化共生における学生の気づき―幼児期の体験から見えるもの― by 江藤 明美
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
健康科学編 第 1号 2018 
江藤 明美，多文化共生における学生の気づき 
多文化共生における学生の気づき 
―幼児期の体験から見えるもの― 
 
江藤 明美1 
 
要旨 
 従来、わが国には様々な文化的背景を異にする人々が居住していたが、お互いの文化や
価値観を尊重しながら調節しあうことよりも、彼らが日本の主流文化に同化することが当
たり前だと考えてきた歴史がある。保育所や幼稚園といった就学前の保育施設においても、
多くの保育者たちが、文化的背景を異にする子どもやその親たちに、早く日本語を覚え、
「日本人のように」過ごすのが子ども達のためだと信じてきた。その時代に多文化共生保
育・教育を経験した学生たちが、次世代をになう子どもたちをどのように育んでいくのか
を、学生自身の生き方に意味づけをしながら問うていきたい。 
 多国籍の学生が多く在籍する当大学での出会いをチャンスととらえ、多国籍の人々の経
験の意味をヒントに、他者との価値観の違いに気づくことが、自分自身の価値観や固定観
念を見つめ直す機会となる。お互いの間にある違いとともに生活し、違いから学び、違い
をたたえることの大切さ 1）に気づきながら、「多文化共生社会のあり方」を省察する。 
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はじめに 
 本学では大学・短期大学部の 1 年生全員に対して、「鈴鹿学」を必修科目としている。受
講者には、専門分野の異なる講師陣から提供された鈴鹿市の地域資源を、自らの進路にど
う活かすか、その活用のあり方について、毎回、双方向型のアクティブラーニングで思考
させる 2）。                    
 第 2 回鈴鹿学（2017 年 4 月 19 日実施）では、藤岡恭子（1）が企画し、筆者が鈴鹿市にお
ける「多文化共生保育」についての講演を行った。途中、講義内容に即して、「過去の体験
（事実確認）」～「経験の省察」～「経験の再構成」を構想した「多文化共生保育に関する
アンケート」を実施した。アンケートの内容は、①外国籍の子どもに関する幼児期の体験、
②親や教師の意識、③次世代の子どもに多国籍の人々と一緒に生活する良さをどのように
伝えたり示したりしたいかの 3 部構成となっている。 
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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 以下、第 1 章ではアンケート調査の結果から前述の①②を分析、③では自由記述より、
日本人学生の体験から今後に向けての意識を明らかにする。第 2 章では、大学に在籍する
外国籍の学生の声に耳を傾け、①実体験からの発信、②言葉の壁・心の壁 3）を、交流や理
解によって乗り越え、次世代の子どもに伝えていこうとする気づき、③行政とのタイアッ
プについて考察する。第 3 章では、外国で生まれた日本人学生Ｔへのインタビューを通し
て、将来の夢に近づくための道筋を意味づけしていく。そこでは藤岡と筆者が、Ｔに寄り
添いながら支援を開始した。Ｔは、「迷ったり悩んだら相談する。相談は良くも悪くもなる
けど、自分のことを見直すきっかけにもなるし、人からもらう意見で見えてくるものもあ
る」と自分自身に言い聞かせている。 
 3 章を通して、学生自身が、次世代の子どもたちに多国籍の人々と一緒に生活すること
の良さを伝え、示すことの意味やその過程を具体化することに意義がある。 
 
１．多文化共生保育に関するアンケートの分析 
1.1．『外国籍の子どもに関する乳幼児期の体験』について 
 受講した大部分の学生は、1997 年～1999 年の間に出生しており、アンケートで問う幼児
期の体験は、就学前期（5 歳児クラス）の 2002 年～2004 年にあたる。尚、アンケートに参
加した学生は 169 名で、後日同様のアンケートを実施した、こども学 2 年生 59 名を加え
て集計を行った。 
 まず初めに、当アンケートの今後の問いに有効な人数を把握する為、次の質問を行った。 
「私の保育園（幼稚園）では、外国籍の子どもが通っていた」という問いに対し、228 名中
195 名（85.5%）があてはまらない、4 名（1.8%）が不 
明と回答しており、外国籍の子どもが在籍していた園は、 
29 名（12.7%）にあたる。（図１）「当てはまらない」に示 
した人数のほとんどが、外国籍の子どもと関わりがなかっ 
たことを示す。 
 以下の調査は、４件法で質問し、単純集計に基づいて 
分析した。データ分析に際しては、QA－Navi を用いている。 
 次に幼児期の支援について調査をした。「私の通っていた園では、“外国人コーディネー
ター”がいた」という質問に対して、「いた」という回答が 3 名（3/228、0.01%）、“通訳者”
においては 5 名（5/228、0.02%）、“ボランティア”については、4 名（4/228、0.018%）と
いずれも支援の必要性が行き届いてない状況を示している。 
鈴鹿市では、1991 年から、両親ともに外国人の子ども 5 名に対し、1 名の「加配保母」
（当時）、10 名以上に対し 2 名の加配が認められた。現在も「加配保育士」は同じ基準で
配置している。また 1997 年より 2004 年までの 7 年間、市役所担当課にポルトガル語の話
せる日本人通訳 1 名を配置しており、先駆的な取り組みといえる 4）。 
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 当時幼児期だった学生たちが、外国人の友達と過ごした様子を（表 1）に度数で示した。 
 このアンケート結果から、筆者が保育士をしていた 2002 年から 2004 年頃の状況を回顧
した。労働のために異国に渡航した両親は、言葉の通じない会社で働く不安以上に、同行
した乳幼児の託児に困惑していた。やがて会社の手配に任せて保育所の入所が決まった乳
幼児は、お世話係の事務員の社用車や、会社の送迎バスを迂回し、出勤する親に連れられ、
早朝に登園してきた。受け入れる保育所側も、今後課題となるであろう文化や生活習慣の
違いを予測せず、めずらしさも加わって“Welcome！”と大歓迎をした。言葉が話せなくて
も、ジェスチャーやスキンシップで何とか通じ合い、子ども同士はいとも簡単につながる
ことができた。紹介したのは一握りのできごとだが、（表 1）はこれらの経緯を表明してい
ると言えよう。 
 
表 1 過去の体験 
質問事項 よくあて
はまる 
あてはま
る 
すこしあ
てはまる 
あてはま
らない 
不明 
外国人との友だちとの活動は楽しかった 19 10 3 188 11 
外国人との友達とはトラブルの発生が多かった 1 １ 8 212 6 
外国人との友達とは言葉が通じなくて困ったことがある １ 5 5 213 ４ 
外国人との友達とは生活習慣の違いで困ったことがある １ 2 6 215 ４ 
外国人との友達は「乱暴な感じがする」と思ったことがあ
る 
１ 1 3 220 3 
外国人との友達は「遠慮している」と思ったことがある ０ 2 4 219 3 
外国人の友達は（日本のことが分からない為に）困ってい
た 
1 2 18 203 4 
外国人の親は（日本のことが分からない為に）困っていた １ ７ 11 205 ４ 
 
1.2．親、教師の意識について 
 日本人の親や教師・保育士も外国人を歓迎し、殊に親 
から子どもたちへは「外国人と分け隔てなく付き合いな 
さい」とのメッセージ（60/168,30%）が（図 2）で示さ 
れている。195 名の学生が外国人のいない園で過ごして 
いるが、その内の 27 名（27/228,12％）の親は、地域 
社会や会社などで、何らかの外国人との関わりがあり、 
好意的な見方をしていると言える。 
 一方、園生活において、「私の保育園（幼稚園）の先生は、外国籍の子どもに差別なく
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接していた」（39/228、17％）という結果が多く見られるが、生活指導の実際は、「私の保
育園（幼稚園）の先生は日本の生活習慣に合わせるように、一生懸命指導していた」
（17/228、７％）との傾向があったのではないかと分析する。（表 2） 
 鈴鹿市では、2008 年に緊急雇用創出事業で外国人のコーディネーターを採用し、外国人
の在籍する園への巡回を開始した。2010 年、緊急雇用創出事業の終了後も、嘱託採用でコ
ーディネーターを雇用し現在に至る。その時からコーディネーターを交えた研修の場を位
置づけしているが、そこで初めて、ブラジル人、ペルー人の生活習慣や食生活の実際が語
られた 5）。 
 これまでは、「日本の食生活が、他国に比べて望ましい」との一方的な思い込みを持ち、
熱心に指導をしてきた。つまり文化的背景を異にする子どもや親たちを、「日本人化」しよ
うと努力をしてきた。「幼児期にわざわざ子どもの間にある文化的違いに注目するよりも、
みんな仲良く同じように過ごすことの方が大切だ」と、これまでのやり方や考え方の範疇
で対処する傾向にあった。方法論を求めて手軽なハウ・ツーを知ろうとするが、方法論を
支える大人の価値観、考え方が暗黙の了解で同一化されていた 6）。 
 
             表 2 親・教師の意識について                        
質問事項 よくあ
てはま
る 
あては
まる 
すこし
あては
まる 
あては
まらな
い 
不明 
親から「外国人とは遊ばない方が良い」と言われていた 0 1 1 226 0 
親から「外国人と分け隔てなく付き合いなさい」と言われていた 20 23 17 168 0 
先生は、外国籍の子どもに差別なく接していた 23 12 4 187 2 
先生は外国人の子どもに、苦手でも園の給食を食べるように指導
していた 
12 12 5 197 2 
先生は外国人の親に、言葉が通じない時に身ぶり手ぶりで一生懸
命教えていた 
14 14 1 196 3 
先生は外国人の子どもに、日本の生活習慣にあわせるように、一
生懸命指導していた 
2 8 7 209 2 
 
 1.3 アンケートの自由記述より 
最後に、「次世代の子どもに多国籍の人々と一緒に生活することの良さをどのように伝
えたり示したりしていきたいですか」という項目を設け、自由記述で意見を求めた。以下
は日本人学生の記述である。まず第 1 に実体験に基づく声をとりあげる。 
 ・私の父は○○人なので、私も○○の血が混じっているので、一緒に生活することで、他国の 
言葉もわかるようになるので、お互いが得する
．．．．．．．
。 
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 ・小さい頃から外国人とかかわることで、へんけんをもったりしない
．．．．．．．．．．．．
ようになると思うので、 
どこの国の人ともわけへだてなく関われる
．．．．．．．．．．．
ようにする。（傍点:引用者） 
 
  「お互いが得をする」、「偏見をもったりしない」、「分け隔てなく関われる」、このこと
は、アンケートの内容に盛り込み、実体験調査に反映させてきた文言でもある。学生自
身が、ありのままの気持ちを表現した貴重な意見と捉えた。 
  第 2 に、交流や理解を通してことばや心の壁を乗り越え、次世代の子どもたちに伝え
ていこうとする学生の気づきをここに示す。 
 
・自国の人たちと関わっていくだけでなく、自分から外国の人に、話しかけ
．．．．．．．．．．．．．．
たりしていく
．．．．．．
 
事で他国に興味を持つことが出来たり、知識を得ることが
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
出来
．．
る
．
ことを、子どもたちに 
伝えていきたい。 
・私は、多文化共生を理解することで、自分自身が成長できる
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
ことを伝えていきたい。 
・他国籍の人々は、日本にきて、生活習慣もちがい不安
．．．．．．．．．．．．．．．．
だと思います。なので、日本国籍
．．．．
 
の子どもたちはそのことを理解
．．．．．．．．．．．．．．
し支える。 
・生活習慣が違うのは当たり前のことなので、日本の習慣を押し付けるのではなく、違う国
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 
の習慣
．．．
を
．
受け
．．
入れて
．．．
一緒に実践
．．．．．
していけるようにしていきたい。（傍点:引用者） 
 
 学生達は、多文化共生を理解することを、自分自身の成長と関連づけている。そこにあ 
る「気づき」が人間としての豊かさを大きく左右するものであると考える。彼らの幼児期 
の頃、初めて外国人を迎えた親や保育者の驚きと戸惑い、そして熱心な「日本人化」の保 
育とは異なり、生活習慣の違いを当たり前のことと捉えることが、多文化共生保育の足跡 
だと言える。 
 第 3 には、行政とのタイアップである。鈴鹿市が外国人コーディネーターの採用にこぎ 
つけ、初めて研修会の場で、母国の文化や生活習慣が語られたことを前述した。自分たち 
の幼児期にほとんどいなかったコーディネーターの存在価値を初めて鈴鹿学で知った学生 
もいる。 
                                                                 
・コーディネーターを配置することによって、（その人たちがいることで）外国の人たちとの 
   コミュニケーションをとり易くしてくれることを（次世代の子どもたちに）伝えたい。 
（括弧:引用者）  
     
 外国人の子どもを受け入れる保育所（幼稚園）に対して、市町村によって対策の違いが 
ありすぎる 7）。大学で多文化社会についての学びを深めた学生たちが、その知識や経験を 
生かし、次世代を担う子どもたちのために、声を大きくしていく使命がある。 
２．外国籍を持つ学生への聴き取り 
鈴鹿大学国際人間科学部国際学科では 1 年生 151 名中、留学生が 66 名、日本の高校を 
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卒業した外国籍の学生が 5 名在籍する。多文化共生保育に関わる講義を受講しながら、幼 
児期は母国で過ごした自分と、多国籍の幼児との体験を振り返る機会をアンケートで行っ
た。 
 
2.1．実体験を語り、伝えていく 
実体験から綴られる言葉の重みに、多文化交流が非日常の特別な計らいではなく、日常
生活の一コマでなければならないと実感する。外国籍の学生の記述を原文のまま紹介する。 
 
・自分自身が海外で生活し、さまざまな国籍の方々と関わってきて、経験してきたことを 
話し、それを子ども達に伝えていきたい。 
・私は○○人で、日本に来てから、文化や言葉の違いに苦しめることになったので、次世代 
の子どもたちに同じ思いをしないように、できたらもっと、多国籍の子と触れ合う機会を 
増して欲しい。 
・様々な国を旅して、その話を伝えたい。 
・外国人との生活は本当に楽しいとおしえたい。  
 
2.2．交流と理解 
交流については、前述の「外国人との生活は本当に楽しいとおしえたい」という気持ち
こそが、心の壁を取り除くベースだと言えよう。彼らが、様々な取り組みを工夫し、展開
できるのは、天性の遊び心が備わった、陽気な民族性の象徴であるように感じる。 
 
・外国の方を招いて、「日本に来て困ったり驚いたりしたこと」を話してもらう。 
・外国に興味を持たせる為、外国の文化や昔話などを聞かせてあげる。紙芝居のように話 
の絵や伝統衣装の写真も一緒に見せてあげながら話すことにする。 
・外国の歌やダンスを教えてあげることにする。ダンス歌は文化の違いに関係なく、皆好 
きなものである。誰でも楽しめる文化を教えることにする。 
・食生活の違いをもっと知りわたるような取り組みをしたいと思います。 
 
2.3．行政とのタイアップ  
様々な制度の壁がある。行政は、保育所（幼稚園）だけに、外国の子どもの問題を任せ
るのではなく、なんらかの対応策を検討するべきである。外国人自らが、「コーディネー 
ターを増やしていけるようにしたい」と望んでいるが、やがては日本人の子どもの保育の
在り方にも影響することを、忘れてはならない。 
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３．外国で生まれた日本人学生へのインタビュー 
  第 2 回鈴鹿学の終了後、藤岡と筆者の下に、Ｔは駆け寄ってきた。先程の講義の中
で、自分の描いていた卒業後の進路が、触発されたことに興奮していた。そこで、Ｔの思
いを引き出し、意味づけをする為、鈴鹿学講義の 10 日後に 藤岡と筆者はインタビューを
行った。インタビューを終え、Ｔの生きる道筋を共に模索する時、幼児期の原体験が、後
の人生に多大な影響を及ぼすことを発見した。このことは、日本で暮らす外国人の乳幼児
にも通じる。 
 
3.1．文化の違いについて 
 Ｔは、自分のことを一番に分かって欲しい学校の先生に対して、文化の違いを持つ自分
の存在を否定されていることを肌で感じ、今後は自分の力で生きていこうと決心している。 
    
Ｔ：文化の違いって理解されてない。なんか「わかってるよ」と言ってる人程わかってないん 
です。 
  藤岡：それってＴさんが言う、「わかっている人程わかってない」人の“例えば”を教えてほしい。 
   Ｔ：「わかっているよ」って言ってる人程、肝心な時に逃げます。 
  藤岡：その“肝心”とは？例えば具体的な場面で、・・エピソード。 
   Ｔ：やっぱりめんどくさいって,なんかみんなと違う子ってめんどくさくなって思われがちで, 
いつって言うより日常的なんですけど、先生が明らかに私のこと苦手なんだろうっていう 
のがわかるんです。なんとなく。地域の人とか誰かのお母さんとかはあんまりそういう感 
じがしないんです。ちゃんとみんな平等に話してくださいますし。 
  藤岡：やっぱり学校の先生？  
   Ｔ：多いですね。一番触れる時間が長いんで、やっぱり。 
 
 文化的背景を異にする人々を、多くの教師たちが排除してきた歴史的背景を、過去の出 
来事と思いたい所である。 
 
 
3.2. 文化摩擦について 
次に、文化摩擦について、親と教師が対立することをどう考えるかを問うてみた。「互 
いの主張には共通点がある。意見が合わない時には、お互いが考える。考えると意見が 
変わってくる。摩擦は知るきっかけだ。」とＴは主張する。「対立から得るものがあるの 
で対立を好む」というＴの心情に、対立を好まない多くの日本人との相違を実感する。 
   
Ｔ：それぞれの今までの出来事で得た知識によって、「いいなあ」と思うことを主張している 
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だけなんで、その中には絶対共通点があると思うんですよ。だからそれを、「何回も悪い 
けど」って言って聞くことによって、だんだん聞き覚えのあることばがでてくるんじゃな 
いですか。そうすると、言葉が違って同じこと言ってる。ぜんぜん合わないんだったら、 
お互いによけい考えるじゃないですか。考えるってことは、意見が変わってくるんですよ。 
だから一概にだめだとは思いませんね。摩擦っていいことだと私思う。知るきっかけです 
から。知識をお互いに得ることできるし、経験にもなるし、私は対立を好みますね。 
 江藤：対立することが価値あることだと考える？ 
  Ｔ：いやな思いをするけど、いやな思いをした方が、得るものが絶対あります。絶対ありますね。  
いやな思いをしないと何も残んないんじゃないですか。 
 
平成 29 年に告示された幼稚園教育要領では、第 1 章総則、第 2、幼稚園教育において 
育みたい資質能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」3（6）思考力の芽生え、 
の項目の所で、自分と異なる考えがあることに気付き・・・という書き出しで幼児教育 
の望ましい姿を示している。 8）次世代の子ども達には、多文化共生の時代を日常の生活 
として暮らしてもらいたいと願う。 
 
3.3．コーデイネーターへの道筋 
 Ｔは将来、外国人コーディネーターをめざしている。そのきっかけとなる経験と、将
来の夢を語った。「悩まなくてもいい所で悩んでほしくない」「ちょっと相談したら解決っ
てじぶんもあったので」という体験が、大きな支えとなっている。 
 
   その人の一番慣れてることばで話が出来たら、一気に信頼が出来るし、「この国に行ったらこ 
   の人がいるから大丈夫」という存在になりたくって、語学をやろうと・・。 
中途半端に助けてもらった時があったんです。その時に自分が、「世間でいい人に思われたいか 
らやってるだけでしょ」と思ったことがあったんです。子どもは勿論、家族全体に起こったこ 
とは、全部支援してあげられる、その家族にとって何が問題か・・。 
子どもには、小学校に通う為の支援をしたいし、親って、会社でも問題抱えてるし、子育てでも 
問題を抱えてる。人間関係、地域のいろんな問題を抱えているから、その中で嫌味も言われたり。 
教師の方も、ほおっておく教師もいれば、助けようとしてもそれが伝わらなくて、悩む人もいる 
んでとにかく悩んでほしくないんだよね。時には困ることも大切だけど、悩まなくてもいい所で、
悩んでほしくないな―。ちょっと相談したら、解決ってじぶんもあったので、自分みたいに苦し 
まなくてもいいように。似た境遇の人・・心にゆとりがもてるから。 
 
  その後Ｔの希望で、筆者が仲立ちとなり、鈴鹿市のスペイン語嘱託コーディネータ
ー、Ｓ氏へのインタビューが実現した（2017 年 7 月 7 日実施）。Ｓ氏は大学卒業後に留
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学経験がある（2）。帰国後スペイン語の腕を磨くため、語学の専門学校に通い、スペイ
ン語検定にも合格している。Ｓ氏が 2 歳児クラスで、スペイン語と日本語両方の手遊び
をする保育場面を見学した。「日本人の保育者と、外国籍の子ども達をつなぐこと、そ
のことで、子どもたちが園での生活を楽しいと思える経験をし、親も安心して欲しい」
と話す。「家族丸ごとサポートすることは、専門的な知識が必要なので、行政を核とし
た各専門機関との連携が必要」とのアドバイスももらった。Ｔには夢の実現にむけて、
これらのアドバイスを今後の生き方に活かし、前向きに、着実に前進してもらいたい。 
 
４．まとめ 
本稿では、鈴鹿学を通して過去の経験を問い直し、学生自身に考える機会を提供し、
様々な生き方の意味を考察した。 
まず第一に学生自身が、次世代の子どもがどのように育ってほしいのかを自分の将来
と重ね合わせて問うていく事にある。二つの文化が混ざり合うと、子どもたちは非常に
有能な人間に成長するかもしれない。つまり彼らは、自分と同じ文化の人々と一緒にい
ても離れても自由に心地よく過ごすことができるようになる。まずは自分たちの将来像
にヒントがある。 
第二は大学の役割である。教員自身の生き方が、学生の将来に大きく影響を及ぼす可
能性がある。学生の気づき、発想を後押しし、適材適所のアドバイスを提供する。そこ
では灯をともすような個別支援を続け、学生の声に意味づけをするプログラムが必要だ。 
第三は行政とのタイアップである。個人の力では成し遂げられない制度改革、システ
ム化など、発想力と行動力を発揮させ、開拓していく若い力が期待されている。 
ある文化の人々が、別の文化の人々に、たとえその文化が異なっていても敬意を払
うこと、鈴鹿学の多文化共生アンケートの声を発端とし、深まりと広がりある考察が
展開できた。 
 
【付記】本稿は、JSPS 科研費 17KO4663「幼保小中接続の相補的アカウンタビリティシ
ステムの開発をめざす教育福祉行政の研究」（研究代表・藤岡恭子）の研究成果の一部
である。 
 
 注 
（1）こども教育学部 教授 
（2）S 氏は日本人で、鈴鹿国際大学Ⅰ期卒業生。ペルー人の在籍する園を巡回している。 
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